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要旨 

薩南諸島の植物相の知見を蓄積することを目的として、鹿児島大学総合研究博物館の植物
標本室（KAG）に収蔵されている植物標本のデータベース化の推進とその情報の分析、およ
び甑島列島、屋久島、黒島、奄美大島、徳之島の現地調査を実施した。現地調査や標本調査
を通じ、環境省や鹿児島県のレッドデータブックで絶滅種とされていたホソバノキミズを奄
美大島で再発見したほか、サケバキンチャク、ヒメミクリガヤツリ、ハイクサネム、ホウキ
ガヤツリなどを県内で新たに帰化植物として確認し、また長崎県五島列島から日本新産のオ
オヒメキセワタの報告を行った。また、各島で 100m×5mのベルトトランセクト調査を行い、
生育する植物多様性に関する基礎的知見を集積した。 

 
はじめに 

広く亜熱帯性気候に覆われ、様々な地史を有する多くの島嶼で構成される薩南諸島は、植

物の種多様性が高く、固有種や北限種、南限種が多いことで知られている（鹿児島県 2016）。
その一方、植物相に関する研究が十分になされているとは言い難く、鹿児島県レッドリスト

改訂版（鹿児島県 2016）では 33 分類群が未記載として裸名が用いられ、126 分類群が絶滅危

惧の評価をするには情報不足の種として挙げられている。また、近年は都市化に伴う土地改

変、過疎化に伴う里山の荒廃、増加する帰化植物との競合、シカの個体数増加に伴う過食圧

など、植物を取り巻く環境は刻々と、そして時に劇的に変化しており、植物の利用や保全を

考えるには、その植物分類群を正しく認識し、基礎的知見を１つ１つ蓄積した上で、最新の

情報を活用していく必要がある。 
本研究では、薩南諸島の植物相の知見を蓄積し、希少種の現状把握をすることを目的とし

て、鹿児島大学総合研究博物館に収蔵されている植物標本のデータベース化を加速させると

ともに、その情報の分析と現地調査を実施した。 
 

方法 
鹿児島大学総合研究博物館の植物標本室において、未整理標本の整理と配架済み標本のデ

ータベースへの登録作業を加速させ、未同定の標本が確認された場合はその都度分類群を詳

細に検討した。現地調査は 2020 年 4 月～2021 年 1 月までに甑島列島（2 回）、屋久島（2回）、

三島村黒島（2 回）、奄美大島（4回）、徳之島（1 回）にて実施した。確認された植物は必要

に応じて証拠標本を作成し、鹿児島大学総合研究博物館の植物標本室（KAG）に収蔵した。 
 

結果と考察 
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未整理標本の整理と配架済み標本のデータベースへの登録作業では、期間中に 32,029 点の

標本情報を登録し、KAGデータベース（https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/hyouhonsitu.html）
で公開している標本数は 2021 年 12 月末の時点で 149,044 件となった。 
現地調査や標本調査を通じ、奄美大島では日本では約 100 年間記録されておらず環境省・

鹿児島県レッドデータブックで「絶滅種」とされていたホソバノキミズを再発見（田金ほか

2020）したほか、新しく県内に帰化したサケバキンチャクソウ（徳之島、田金ほか 2020）、ヒ

メミクリガヤツリ、ハイクサネム、ホウキガヤツリ（奄美大島、川西ほか 2021）などを見出

し、報告を行った。長崎県の五島列島には九州南部～沖縄に分布しているヒメキセワタの分

布が隔離的に知られていたが（中西 2015）、標本を精査した結果、ヒメキセワタそのもので

はなく中国に分布する同属のMatsumurella chinensis であることが確認されたため、日本新産

のオオヒメキセワタとして報告した（Tagane et al. 2021）。 
現地調査では植物多様性の基礎データを収集するため、100 m×5 mのベルトトランセクト

を各島で実施し、調査区内で確認された維管束植物を全て記録した：甑島 1 地点（88 spp. in 
404 m）、屋久島 3地点（88 spp. in 208 m, 106 spp. in 275 m, 99 spp. in 306 m）、三島村 3地点（45 
spp. in 37 m, 93 spp. in 254 m, 69 spp. in 567 m）、奄美大島 4 地点（79 spp. in 95 m, 102 spp. in 208 
m, 97 spp. in 388 m, 109 spp. in 625 m）、徳之島 3 地点（74 spp. in 199 m, 95 spp. in 411 m, 113 spp. 
in 584 m）（括弧内は調査地の標高と確認された植物種数）。 
今後も継続して調査研究を行い、基礎的知見を集積することで各島の植物多様性をより明

らかにしていきたい。 
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